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V110b DESHIMA 2.0: ガンマ線突発天体サブミリ波帯追観測支援システムの開発
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ガンマ線バースト（GRB）のアフターグローは、ジェットの衝撃波（主に順行衝撃波）に起因するシンクロトロ
ン放射を起源とし、強いエネルギー放射を伴う。特にサブミリ波帯では、赤方偏移 z ∼ 30に至っても放射強度が
ほぼ一定であることが理論的に予測され、宇宙初期から現在に至る星形成活動を探る有力なプローブと考えられ
ている。また、GRB発生直後には、逆光衝撃波による短時間の極めて強い放射が期待されるが、サブミリ波帯の
観測例は少なく、バースト後数時間以内に観測を開始した例はごく限られている。一方、2024年 7月から 12月に
ASTE望遠鏡で科学評価観測を実施した超広帯域サブミリ波分光計DESHIMAは、200–400 GHzにわたる広帯域
分光観測が可能であり、宇宙論的距離にあるGRBフラッシュの予想強度に肉薄する感度を、現実的な時間で達成
できると見込まれている。そこで本研究では、サブミリ波帯でのGRBの分光追観測を、GRBの出現後、即座に
実現することを目標とし、突発天体アラートシステムGeneral Coordinates Network（GCN）と、DESHIMAお
よびASTEの観測システムとを連携させた追観測支援システムの開発を行なった。この観測システムでは、GCN
を用いて Swift衛星が検知したGRBの情報を取得し、ASTE望遠鏡の観測指示書を自動的に生成、観測サイトへ
自動転送する。同時に観測者が観測判断に用いる天体情報を、チャットアプリで共有する。これによりGCNア
ラートの発出後、最短で数分以内の観測が可能な設計になっている。本システムの試験運用は、2024年 9月下旬
より 2か月間実施し、Swift衛星で検知された 10個のGRBイベントのうち、観測条件を満たした 3イベントに
ついて追観測を実施できた。本講演では、システムの詳細と運用結果について報告する。


